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お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに設置しております。
どうぞご利用ください。

鳥取市役所　
 0857ー22ー8111㈹
 0857ー20ー3040

〒680ー8571
（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）
本 庁 舎　尚徳町116番地
第二庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

鳥取市ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/

音声読み上げなどの支援機能があります

電子メール　
 kouhou@city.tottori.lg.jp

各総合支所　
国府  0857ー39ー0555
　　  0857ー27ー3064
福部  0857ー75ー2811
　　  0857ー74ー3714
河原  0858ー76ー3111
　　  0858ー85ー0672
用瀬  0858ー87ー2111
　　  0858ー87ー2270
佐治  0858ー88ー0211
　　  0858ー89ー1552
気高  0857ー82ー0011
　　  0857ー82ー1067
鹿野  0857ー84ー2011
　　  0857ー84ー2598
青谷  0857ー85ー0011
　　  0857ー85ー1049

携帯電話対応ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/
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鳥取市の人口
　男　： 91,950人［ - 58 ］
　女　： 99,010人［ - 20 ］
合　計： 190,960人［ - 78 ］
世帯数： 79,235 ［ - 55 ］
平成29年1月1日現在［　］内は前月比

防災行政無線の内容は電話で確認できます
　防災行政無線の放送内容が聞き取れな
かったときなど、放送内容の確認をした
いときは、「防災行政無線放送内容確認ダ
イヤル」へお電話ください。
※本庁舎から一斉放送したものに限ります。

 0857-21-6100

2017年2月号　第1078号

目次
今月の表紙・人口・主な連絡先 P2
2017年はこんな取り組みを行います P3
特集　とっとり市地図情報サービス P4-5
市職員の給与、エシカル消費 P6-7
「家庭の日」作文コンクール入賞者、シリーズ＠じんけん P8-9
鳥取マラソン、砂の美術館前売りチケット、中核市お知らせコーナー P10-11
まちかどアルバム P12-13
健康・病院 P14-15
ピックアップインフォメーション P16-19
　市民政策コメント、生活環境課からのお知らせ P16
　市民農園、防災行政無線試験放送 P17
　介護保険に関する税金控除、「住みたい田舎」ベストランキング P18
　市営住宅入居者募集　　　　　　など P19
情報ひろば P20-28
　福祉、お知らせ、募集 P20-22
　鳥取税務署からのお知らせ、国保あれこれ、市税豆知識 P23
　将来の医療を考えよう、学校給食レシピ P24
　ボランティア・市民活動センター、市民活動表彰 P25
　趣味の教室、労働セミナー P26
　図書館だより、公立鳥取環境大学情報 P27
　市民伝言板、消費者トラブル講座　など P28
無料相談 P28-29
各施設のイベント情報 P30-31
2月のカレンダー、読者プレゼント P32

とっとり市報今月の表紙
防災への決意を新たに

　新春恒例の「鳥取市消防出初式」が 1月 8日
（日）、久松公園お堀端などで開かれ、市消防団や
東部広域行政管理組合消防局から約 1200人と
消防車両31台が参加しました。
　北中第 2 グラウンドで行われた式典では、
村
むら か み

上義
よし ひ ろ

弘消防局長、相
さ が ら

良正
ま さ と

人消防団長が「災害に
対し消防への期待が大きくなっている」「火災被
害を軽減する」などと訓示を述べました。
　お堀端で行われた特別演技では、高さ6㍍のは
しごの上で消防団員2人が「しゃちほこ」「つま
留め」などの技を披露しました。また手押しポン
プ車操法も実演され、深澤市長と森

もり も と

本千
ち え み

絵美一日
消防団長がくす玉に向かって放水しました。
　昨年は、熊本地震、糸魚川市大火災など大規模
な災害が発生し、市内でも鳥取県中部地震で西部
地域を中心に被害が発生しました。参加した消防
団員は、地域防災の要として、市民の安全安心を
守る決意を新たにしていました。

はこんな取り組みを行います
　昨年は、懸案事項であった市庁舎整備や新可燃物処
理施設の取り組みが大きく進展、また、第10次鳥取
市総合計画の重点施策も着実に進展しました。
　本年は、本市がめざす将来像である「いつまでも暮
らしたい　誰もが暮らしたくなる　自信と誇り・夢と
希望に満ちた鳥取市」を実現するため、さらに取り組
みを進めていきます。

2017 年

◆ 中核市移行に向け、具体的な準備に着手
問中核市推進局   0857-20-3125  0857-20-3040
　平成 30 年 4 月の中核市移行まで 1 年余りとなりま
した。県からの移譲事務は約 2,600 事務となり、2 月
には市議会への中核市指定申出議案の提出など具体的
な手続きを行います。
　その後、4 月に県知事へ中核市指定の同意を申し入
れ、県議会での審議を経て県知事の同意を得た後、7
月ごろに総務大臣へ中核市指定を求める申出を行いま
す。
　11 月ごろの政令公布により、正式に本市の中核市
移行が決まります。

◆ 「麒麟のまち」圏域の取り組みを推進
　県東部・北但馬 1 市 6 町の「麒麟のまち」圏域の自
治体では、観光振興や移住促進などの連携事業を実施
しています。

①麒麟獅子の「日本遺産認定」をめざします
　昨年 7 月より、「麒麟のまち」圏
域に共通する歴史文化遺産「麒麟獅
子」を中核とした日本遺産の認定に
向け取り組みを始めています。2 月

（予定）に文化庁へ日本遺産認定申
請を行うこととしています。
問文化交流課

 0857-20-3226  0857-20-3040

②麒麟のまち関西情報発信拠点オープン
　と　き　4 月中旬
　「麒麟のまち」の優れた歴史文化、観光資源・食材
などの魅力を関西圏へ発信するための情報発信拠点
を、大阪市中之島フェスティバルタワー地下 1 階に
オープンします。
問政策企画課   0857-20-3153  0857-21-1594

③麒麟のまち広域観光グランドデザインを策定
　昨年度に基礎調査を行った「広域観光グランドデザ
イン」を 3 月（予定）に策定します。今後 5 年間の圏
域連携による観光振興の方向性を示すとともに、グラ
ンドデザイン（全体構想）の推進母体としての広域連
携ＤＭＯ（観光地域づくりを持続的戦略的に推進し、
けん引する組織）の設立について検討を開始します。
問観光戦略課   0857-20-3227  0857-20-3046

◆ 移住定住への取り組みを強化
問地域振興課   0857-20-3184  0857-21-1594
　ふるさと・いなか回帰の促進に向け、広域連携による
県内外への情報発信や田舎暮らし環境の充実を図り、平
成31年までに1100世帯、2000人の移住をめざします。

①「住みたい田舎」ベストランキング「総合部
門1位受賞」に伴う広報活動の強化

　2017 年版 「住みたい田舎」ベストランキング「総
合部門 1 位」を活用し、移住希望者のみならず、市民
が誇りに思えるような広報活動を展開します。

②すごい！鳥取市婚活ツアー
　と　き　2 月 4 日（土）〜 5 日（日）
　関西と本市在住の独身男女を対象とした、鳥取の魅
力や石浦関ゆかりの地を巡る婚活ツアーを開催します。

◆ 交流人口の拡大を推進
　鳥取砂丘や山陰海岸ジオパークなど地域資源を生か
したインバウンド、滞在型観光を推進し、平成 31 年
には、年間 320 万人の観光入り込み客数をめざします。

①「トワイライトエクスプレス瑞風」運行開始
　6 月に JR 西日本の「トワイライトエクスプレス瑞
風」が運行を開始します。「山陰コース（上り）」では、
本市の代表的な観光地である鳥取砂丘や砂の美術館、
仁風閣などの立ち寄り観光が計画されており、本市の
魅力の発掘とさらなる発信につなげていきます。
問観光戦略課   0857-20-3227  0857-20-3046

②鳥取砂丘砂の美術館が第10期の節目
　と　き　4 月 15 日（土）〜平成 30 年 1 月 3 日（水）
　「砂で世界旅行・アメリカ
編～世界に誇る大自然と自由
の国を訪ねて」をテーマにし
た砂像を展示します。また、
10 周年記念事業として、11
月に国内作家による「砂像選手権」を開催するなど、「砂
像のまち鳥取市」を広く発信していきます。
　問鳥取砂丘・ジオパーク推進課
　  0857-20-3036   0857-20-3046

③第2回鳥取すごい！ライド
　と　き　8 月 20 日（日）
　本市の魅力を多くの人に体感して
もらい、「自転車で走りやすい、走っ
てみたいまち」のイメージ定着を促
進する自転車イベントを開催します。
問地域振興課   0857-20-3184  0857-21-1594

④第22回北前船寄港地フォーラム in 鳥取
　と　き　11 月 24 日（金）
　寄港地間の広域観光ネットワークを通じた地域の魅
力発信や交流連携を深める事を目的とし、講演やパネ
ルディスカッションなどを行います。
問観光戦略課   0857-20-3227  0857-20-3046


